
JP 2002-363693 A5 2007.1.25

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ３ 部 門 第 ４ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 19年 1月 25日 (2007.1.25)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2002-363693(P2002-363693A)
【 公 開 日 】 平 成 14年 12月 18日 (2002.12.18)
【 出 願 番 号 】 特 願 2001-170083(P2001-170083)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｃ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ Ｃ   38/00     (2006.01)  38/00     (2006.01)  38/00     (2006.01)  38/00     (2006.01)  38/00     (2006.01)  38/00     (2006.01)  38/00     (2006.01)  38/00     (2006.01)
                        Ｂ ２ １ ＢＢ ２ １ ＢＢ ２ １ ＢＢ ２ １ ＢＢ ２ １ ＢＢ ２ １ ＢＢ ２ １ ＢＢ ２ １ Ｂ    1/26     (2006.01)   1/26     (2006.01)   1/26     (2006.01)   1/26     (2006.01)   1/26     (2006.01)   1/26     (2006.01)   1/26     (2006.01)   1/26     (2006.01)
                        Ｂ ２ １ ＢＢ ２ １ ＢＢ ２ １ ＢＢ ２ １ ＢＢ ２ １ ＢＢ ２ １ ＢＢ ２ １ ＢＢ ２ １ Ｂ    3/00     (2006.01)   3/00     (2006.01)   3/00     (2006.01)   3/00     (2006.01)   3/00     (2006.01)   3/00     (2006.01)   3/00     (2006.01)   3/00     (2006.01)
                        Ｃ ２ １ ＤＣ ２ １ ＤＣ ２ １ ＤＣ ２ １ ＤＣ ２ １ ＤＣ ２ １ ＤＣ ２ １ ＤＣ ２ １ Ｄ    9/46     (2006.01)   9/46     (2006.01)   9/46     (2006.01)   9/46     (2006.01)   9/46     (2006.01)   9/46     (2006.01)   9/46     (2006.01)   9/46     (2006.01)
                        Ｃ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ Ｃ   38/14     (2006.01)  38/14     (2006.01)  38/14     (2006.01)  38/14     (2006.01)  38/14     (2006.01)  38/14     (2006.01)  38/14     (2006.01)  38/14     (2006.01)
                        Ｃ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ Ｃ   38/58     (2006.01)  38/58     (2006.01)  38/58     (2006.01)  38/58     (2006.01)  38/58     (2006.01)  38/58     (2006.01)  38/58     (2006.01)  38/58     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｃ ２ ２ Ｃ   38/00    ３ ０ １ Ｓ
   Ｂ ２ １ Ｂ    1/26          Ｄ
   Ｂ ２ １ Ｂ    3/00          Ａ
   Ｃ ２ １ Ｄ    9/46          Ｇ
   Ｃ ２ ２ Ｃ   38/14          
   Ｃ ２ ２ Ｃ   38/58          
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 12月 1日 (2006.12.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　
　 　 　
　 　 　
　 　 　
　 　 　 　
　 　 　 　
　 　 　
　 　 　 　
　 　 　 　

　 　 　
　 　 　

フ ェ ラ イ ト ま た は
ベ イ ナ イ ト を 面 積 率 で 最 大 相 と し 、 粒 界 に お け る 鉄 炭 化 物 の 占 有 率 が ０ ． １ 以 下 で 、 か つ
、 こ の 鉄 炭 化 物 の 最 大 粒 子 径 が １ μ ｍ 以 下 で あ り ／ ２ 板 厚 に お け る 板 面 の ｛ １ ０ ０ ｝
＜ ０ １ １ ＞ ～ ｛ ２ ２ ３ ｝ ＜ １ １ ０ ＞ 方 位 群 の Ｘ 線 ラ ン ダ ム 強 度 比 の 平 均 値 が ３ ． ０ 以 上 で
、 か つ 、 こ れ ら の 方 位 群 の 中 で ｛ １ １ ２ ｝ ＜ １ １ ０ ＞ 方 位 の Ｘ 線 ラ ン ダ ム 強 度 比 が 最 大 か
つ ４ ． ０ 以 上 を 満 足 し 、 更 に 、 ｛ ５ ５ ４ ｝ ＜ ２ ２ ５ ＞ 、 ｛ １ １ １ ｝ ＜ １ １ ２ ＞ お よ び ｛ １
１ １ ｝ ＜ １ １ ０ ＞ の ３ つ の 結 晶 方 位 の Ｘ 線 ラ ン ダ ム 強 度 比 の 平 均 値 が ３ ． ５ 以 下 で あ り 、
加 え て 、 圧 延 方 向 の ｒ 値 お よ び 圧 延 方 向 と 直 角 方 向 の ｒ 値 の う ち 少 な く と も １ つ が ０ ． ７

質 量 ％ で 、
Ｃ ： ０ ． ０ ０ １ ％ 以 上 、 ０ ． １ ５ ％ 以 下 、
Ｓ ｉ ： ０ ． ０ ０ １ ％ 以 上 、 ３ ． ５ ％ 以 下 、
Ｍ ｎ ： ０ ． ０ ５ ％ 以 上 、 ３ ． ０ ％ 以 下 、

Ｐ ： ０ ． ２ ％ 以 下 、
Ｓ ： ０ ． ０ ３ ％ 以 下 、

Ａ ｌ ： ０ ． ０ １ ％ 以 上 、 ３ ． ０ ％ 以 下 、
Ｎ ： ０ ． ０ １ ％ 以 下 、
Ｏ ： ０ ． ０ １ ％ 以 下 を 含 有 し 、

更 に 、
Ｔ ｉ ： ０ ． ０ １ ％ 以 上 、 ２ ． ０ ％ 以 下 、
Ｎ ｂ ： ０ ． ０ １ ％ 以 上 、 ２ ． ０ ％ 以 下

の １ 種 ま た は ２ 種 を 含 有 し 、 残 部 は 鉄 お よ び 不 可 避 的 不 純 物 よ り な り 、

、 １



以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 形 状 凍 結 性 に 優 れ た 高 伸 び フ ラ ン ジ 性 鋼 板 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 更 に 、 質 量 ％ で 、
　 　 　 　 Ｂ ： ０ ． ０ １ ％ 以 下 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 形 状 凍 結 性 に 優
れ た 高 伸 び フ ラ ン ジ 性 鋼 板 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 更 に 、 質 量 ％ で 、
　 　 　 　 Ｖ ： １ ％ 以 下 、
　 　 　 Ｍ ｏ ： １ ％ 以 下 、
　 　 　 Ｃ ｒ ： ３ ％ 以 下 、
　 　 　 Ｃ ｕ ： ３ ％ 以 下 、
　 　 　 Ｎ ｉ ： ３ ％ 以 下 、
　 　 　 Ｓ ｎ ： ０ ． ２ ％ 以 下
の １ 種 ま た は ２ 種 以 上 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ま た は 記 載 の 形 状 凍 結 性 に
優 れ た 高 伸 び フ ラ ン ジ 性 鋼 板 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 更 に 、 質 量 ％ で 、
　 　 　 Ｃ ａ ： ０ ． ０ ０ ０ ５ ％ 以 上 、 ０ ． ０ ０ ５ ％ 以 下 、
　 　 Ｒ ｅ ｍ ： ０ ． ０ ０ １ ％ 以 上 、 ０ ． ０ ２ ％ 以 下
の １ 種 ま た は ２ 種 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 形 状 凍
結 性 に 優 れ た 高 伸 び フ ラ ン ジ 性 鋼 板 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 請 求 項 １ ～ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 鋼 板 に め っ き を し た こ と を 特 徴 と
す る 形 状 凍 結 性 に 優 れ た 高 伸 び フ ラ ン ジ 性 鋼 板 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 請 求 項 １ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 鋼 板 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、 請
求 項 １ ～ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 成 分 か ら な る 鋼 片 を 熱 間 圧 延 す る に 当 た り 、 １ １ ５ ０ ～
１ ３ ５ ０ ℃ に 加 熱 し 、 Ａ ｒ 3 変 態 温 度 ～ （ Ａ ｒ 3 ＋ １ ０ ０ ） ℃ の 温 度 範 囲 に お け る 圧 下 率 の
合 計 が ２ ５ ％ 以 上 と な る よ う に 熱 間 圧 延 し 、 Ａ ｒ 3 変 態 温 度 以 上 で 熱 間 圧 延 を 終 了 し 、 熱
間 圧 延 終 了 温 度 か ら （ １ ） 式 に 示 す 鋼 の 化 学 成 分 （ 質 量 ％ ） で 決 ま る 臨 界 温 度 Ｔ ｏ （ ℃ ）
ま で 平 均 冷 却 速 度 １ ０ ℃ ／ ｓ 以 上 で 冷 却 し 、 ４ ５ ０ ～ ７ ５ ０ ℃ で 巻 き 取 る こ と を 特 徴 と す
る 形 状 凍 結 性 に 優 れ た 高 伸 び フ ラ ン ジ 性 鋼 板 の 製 造 方 法 。
　 　 　 Ｔ ｏ ＝ － ６ ５ ０ ． ４ × Ｃ ％ ＋ Ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ １ ）
こ こ で 、
　 　 　 Ｂ ＝ － ５ ０ ． ６ × Ｍ ｎ ｅ ｑ ＋ ８ ９ ４ ． ３
　 　 　 Ｍ ｎ ｅ ｑ ＝ Ｍ ｎ ％ ＋ ０ ． ２ ４ × Ｎ ｉ ％ ＋ ０ ． １ ３ × Ｓ ｉ ％
　 　 　 　 　 　 　 　 ＋ ０ ． ３ ８ × Ｍ ｏ ％ ＋ ０ ． ５ ５ × Ｃ ｒ ％ ＋ ０ ． １ ６ × Ｃ ｕ ％
　 　 　 　 　 　 　 　 － ０ ． ５ ０ × Ａ ｌ ％ － ０ ． ４ ５ × Ｃ ｏ ％ ＋ ０ ． ９ ０ × Ｖ ％
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 前 記 Ａ ｒ 3 変 態 温 度 ～ （ Ａ ｒ 3 ＋ １ ０ ０ ） ℃ の 温 度 範 囲 に お い て 、 少 な
く と も １ パ ス 以 上 を 摩 擦 係 数 が ０ ． ２ 以 下 と な る よ う に 圧 延 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

に 記 載 の 形 状 凍 結 性 に 優 れ た 高 伸 び フ ラ ン ジ 性 鋼 板 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 請 求 項 に 記 載 の 鋼 板 を 酸 洗 し 、 ８ ０ ％ 未 満 の 冷 間 圧 延 を 施
し た 後 、 ６ ０ ０ ～ ８ ０ ０ ℃ の 温 度 範 囲 に 加 熱 し 、 冷 却 す る こ と を 特 徴 と す る 形 状 凍 結 性 に
優 れ た 高 伸 び フ ラ ン ジ 性 鋼 板 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 　 （ １ ）
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１

１ ２

１ ～ ３

４

～ ５
４

６
６ ま た は ７

質 量 ％ で 、
Ｃ ： ０ ． ０ ０ １ ％ 以 上 、 ０ ． １ ５ ％ 以 下 、
Ｓ ｉ ： ０ ． ０ ０ １ ％ 以 上 、 ３ ． ５ ％ 以 下 、
Ｍ ｎ ： ０ ． ０ ５ ％ 以 上 、 ３ ． ０ ％ 以 下 、

Ｐ ： ０ ． ２ ％ 以 下 、



　 　 　 　
　 　 　
　 　 　 　
　 　 　 　

　 　 　
　 　 　

フ ェ ラ イ ト ま た は
ベ イ ナ イ ト を 面 積 率 で 最 大 相 と し 、 粒 界 に お け る 鉄 炭 化 物 の 占 有 率 が ０ ． １ 以 下 で 、 か つ
、 こ の 鉄 炭 化 物 の 最 大 粒 子 径 が １ μ ｍ 以 下 で あ り ／ ２ 板 厚 に お け る 板 面 の ｛ １ ０ ０ ｝
＜ ０ １ １ ＞ ～ ｛ ２ ２ ３ ｝ ＜ １ １ ０ ＞ 方 位 群 の Ｘ 線 ラ ン ダ ム 強 度 比 の 平 均 値 が ３ ． ０ 以 上 で
、 か つ 、 こ れ ら の 方 位 群 の 中 で ｛ １ １ ２ ｝ ＜ １ １ ０ ＞ 方 位 の Ｘ 線 ラ ン ダ ム 強 度 比 が 最 大 か
つ ４ ． ０ 以 上 を 満 足 し 、 更 に 、 ｛ ５ ５ ４ ｝ ＜ ２ ２ ５ ＞ 、 ｛ １ １ １ ｝ ＜ １ １ ２ ＞ お よ び ｛ １
１ １ ｝ ＜ １ １ ０ ＞ の ３ つ の 結 晶 方 位 の Ｘ 線 ラ ン ダ ム 強 度 比 の 平 均 値 が ３ ． ５ 以 下 で あ り 、
加 え て 、 圧 延 方 向 の ｒ 値 お よ び 圧 延 方 向 と 直 角 方 向 の ｒ 値 の う ち 少 な く と も １ つ が ０ ． ７
以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 形 状 凍 結 性 に 優 れ た 高 伸 び フ ラ ン ジ 性 鋼 板 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 　 （ ） 更 に 、 質 量 ％ で 、 Ｂ ： ０ ． ０ １ ％ 以 下 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る （ ） に 記
載 の 形 状 凍 結 性 に 優 れ た 高 伸 び フ ラ ン ジ 性 鋼 板 。
　 　 （ ） 更 に 、 質 量 ％ で 、
　 　 　 　 Ｖ ： １ ％ 以 下 、
　 　 　 Ｍ ｏ ： １ ％ 以 下 、
　 　 　 Ｃ ｒ ： ３ ％ 以 下
　 　 　 Ｃ ｕ ： ３ ％ 以 下 、
　 　 　 Ｎ ｉ ： ３ ％ 以 下 、
　 　 　 Ｓ ｎ ： ０ ． ２ ％ 以 下
の １ 種 ま た は ２ 種 以 上 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る （ ） ま た は （ ） に 記 載 の 形 状 凍 結
性 に 優 れ た 高 伸 び フ ラ ン ジ 性 鋼 板 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ ） 更 に 、 質 量 ％ で 、
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Ｓ ： ０ ． ０ ３ ％ 以 下 、
Ａ ｌ ： ０ ． ０ １ ％ 以 上 、 ３ ． ０ ％ 以 下 、

Ｎ ： ０ ． ０ １ ％ 以 下 、
Ｏ ： ０ ． ０ １ ％ 以 下 を 含 有 し 、

更 に 、
Ｔ ｉ ： ０ ． ０ １ ％ 以 上 、 ２ ． ０ ％ 以 下 、
Ｎ ｂ ： ０ ． ０ １ ％ 以 上 、 ２ ． ０ ％ 以 下

の １ 種 ま た は ２ 種 を 含 有 し 、 残 部 は 鉄 お よ び 不 可 避 的 不 純 物 よ り な り 、

、 １

２ １

３

１ ２

４



　 　 　 Ｃ ａ ： ０ ． ０ ０ ０ ５ ％ 以 上 、 ０ ． ０ ０ ５ ％ 以 下 、
　 　 Ｒ ｅ ｍ ： ０ ． ０ ０ １ ％ 以 上 、 ０ ． ０ ２ ％ 以 下
の １ 種 ま た は ２ 種 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る （ ） ～ （ ） の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 形 状
凍 結 性 に 優 れ た 高 伸 び フ ラ ン ジ 性 鋼 板 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 　 （ ） 前 記 （ １ ） ～ （ ） の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 鋼 板 に め っ き を し た こ と を 特 徴 と す
る 形 状 凍 結 性 に 優 れ た 高 伸 び フ ラ ン ジ 性 鋼 板 。
　 　 （ ） 前 記 （ １ ） （ ） の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 鋼 板 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、 （
） ～ （ ） の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 成 分 か ら な る 鋼 片 を 熱 間 圧 延 す る に 当 た り 、 １ １ ５ ０ ～
１ ３ ５ ０ ℃ に 加 熱 し Ａ ｒ 3 変 態 温 度 ～ （ Ａ ｒ 3 ＋ １ ０ ０ ） ℃ の 温 度 範 囲 に お け る 圧 下 率 の 合
計 が ２ ５ ％ 以 上 と な る よ う に 熱 間 圧 延 し 、 Ａ ｒ 3 変 態 以 上 で 熱 間 圧 延 を 終 了 し 、 熱 間 圧 延
終 了 温 度 か ら （ １ ） 式 に 示 す 鋼 の 化 学 成 分 （ 質 量 ％ ） で 決 ま る 臨 界 温 度 Ｔ ｏ （ ℃ ） ま で 平
均 冷 却 速 度 １ ０ ℃ ／ ｓ 以 上 で 冷 却 し ４ ５ ０ ～ ７ ５ ０ ℃ で 巻 き 取 る こ と を 特 徴 と す る 形 状 凍
結 性 に 優 れ た 高 伸 び フ ラ ン ジ 性 鋼 板 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 　 　 Ｔ ｏ ＝ － ６ ５ ０ ． ４ × Ｃ ％ ＋ Ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ １ ）
こ こ で 、
　 　 　 Ｂ ＝ － ５ ０ ． ６ × Ｍ ｎ ｅ ｑ ＋ ８ ９ ４ ． ３
　 　 　 Ｍ ｎ ｅ ｑ ＝ Ｍ ｎ ％ ＋ ０ ． ２ ４ × Ｎ ｉ ％ ＋ ０ ． １ ３ × Ｓ ｉ ％
　 　 　 　 　 　 　 　 ＋ ０ ． ３ ８ × Ｍ ｏ ％ ＋ ０ ． ５ ５ × Ｃ ｒ ％ ＋ ０ ． １ ６ × Ｃ ｕ ％
　 　 　 　 　 　 　 　 － ０ ． ５ ０ × Ａ ｌ ％ － ０ ． ４ ５ × Ｃ ｏ ％ ＋ ０ ． ９ ０ × Ｖ ％
　 　 （ ） 前 記 Ａ ｒ 3 変 態 温 度 ～ （ Ａ ｒ 3 ＋ １ ０ ０ ） ℃ の 温 度 範 囲 に お い て 、 少 な く と も １
パ ス 以 上 を 摩 擦 係 数 が ０ ． ２ 以 下 と な る よ う に 圧 延 す る こ と を 特 徴 と す る （ ） に 記 載 の
形 状 凍 結 性 に 優 れ た 高 伸 び フ ラ ン ジ 性 鋼 板 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 　 （ ） 前 記 （ ） 記 載 の 鋼 板 を 酸 洗 し 、 ８ ０ ％ 未 満 の 冷 間 圧 延 を 施 し
た 後 、 ６ ０ ０ ℃ ～ ８ ０ ０ ℃ の 温 度 範 囲 に 加 熱 し 、 冷 却 す る こ と を 特 徴 と す る 形 状 凍 結 性 に
優 れ た 高 伸 び フ ラ ン ジ 性 鋼 板 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　

Ｘ 線 強 度 レ ベ ル の 各 結 晶 方 位 を 達 成 す る た め に は （ Ａ
ｒ 3 ＋ ５ ０ ） ℃ 以 上 （ Ａ ｒ 3 ＋ １ ５ ０ ） ℃ 以 下 で 合 計 ２ ５ ％ 以 上 の 圧 延 を 行 う 必 要 が あ る 。
こ の 条 件 を 満 足 し な い と 、 オ ー ス テ ナ イ ト の 加 工 が 不 十 分 で 集 合 組 織 が 十 分 に 発 達 し な い
。 （ Ａ ｒ 3 ＋ ５ ０ ） ～ （ Ａ ｒ 3 ＋ １ ５ ０ ） ℃ で の 合 計 圧 下 率 は 高 い ほ ど 、 よ り シ ャ ー プ な 集
合 組 織 形 成 が 期 待 さ れ る の で 、 ３ ５ ％ 以 上 と す る こ と が 好 ま し い が 、 こ の 圧 下 率 合 計 が ９
７ ． ５ ％ を 越 え る と 、 圧 延 機 の 剛 性 を 過 剰 に 高 め る 必 要 が あ り 、 経 済 上 の デ メ リ ッ ト を 生
じ る の で 、 望 ま し く は ９ ７ ． ５ ％ 以 下 と す る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
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ラ ン ダ ム 強 度 比 の 平 均 値 が ３ ． ０ 以 上 で 、 か つ 、 こ れ ら の 方 位 群 の 中 で ｛ １ ０ ０ ｝ ＜ ０ １
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
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　 ま た 、 焼 鈍 温 度 が ６ ０ ０ ℃ 以 上 （ Ａ ｃ 3 ＋ １ ０ ０ ） ℃ 以 下 の 場 合 に 「 焼 鈍 温 度 」 を 「 ○
」 と し 、 そ れ 以 外 の 場 合 を 「 × 」 と 記 し た 。 製 造 の 条 件 と し て 関 係 の な い 項 目 は 「 ― 」 と
し た 。 熱 延 鋼 板 お よ び 冷 延 鋼 板 の い ず れ に 対 し て も 、 ス キ ン パ ス 圧 延 を ０ ． ５ ～ １ ． ５ ％
の 範 囲 で 施 し た 。
　 表 ３ に 、 前 記 の 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ た １ ． ４ ｍ ｍ 厚 の 熱 延 鋼 板 と 冷 延 鋼 板 の 鉄 炭 化 物
粒 界 占 有 率 Ｍ ／ Ｎ 、 鉄 炭 化 物 の 最 大 粒 子 径 ｄ 、 機 械 的 特 性 値 を 、 表 ４ お よ び 表 ５ （ 表 ４ の
続 き ） に Ｘ 線 ラ ン ダ ム 強 度 比 、 寸 法 精 度 、 ス プ リ ン グ ・ バ ッ ク 量 、 壁 そ り 量 お よ び 穴 拡 げ
率 を 示 し た お 、 本 発 明 の 条 件 を 満 た し て い る 鋼 板 の 組 織 は い ず れ も フ ェ ラ イ ト 又 は ベ
イ ナ イ ト が 主 相 で あ っ た 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
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【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ４ 】
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【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
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【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 本 発 明 号 の も の は 、 発 明 外 号 の も の に 比 べ て 、 ス プ リ ン グ ・ バ ッ ク 量 、 壁 そ り
量 が 小 さ く な り 、 結 果 と し て 、 寸 法 精 度 が 向 上 し て い る こ と が わ か る 。 本 発 明 の も の は 、
い ず れ の ケ ー ス も 伸 び フ ラ ン ジ 性 も 良 好 で あ る 。
　 一 方 、 鉄 炭 化 物 の 粒 界 占 有 率 Ｍ ／ Ｎ 、 鉄 炭 化 物 の 最 大 粒 子 径 ｄ が 本 発 明 の 規 定 を 満 足 し
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て い な い Ｉ お よ び Ｊ は 、 形 状 凍 結 性 は 良 好 な も の の 、 伸 び フ ラ ン ジ 性 が 劣 化 し て い る 。 鋼
Ｈ に 関 し て は 形 状 凍 結 性 も 伸 び フ ラ ン ジ 性 も 劣 化 し て い る 。
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